
技術科におけるコンピュータを活用した情報教育について 

～卒業ＣＤアルバムの製作を通した情報教育のあり方～ 

 
                                             村山市立楯岡中学校 尾﨑 惣 

 
１ テーマ設定の理由 

 生きる力とは技術・家庭科の中で、特に情報教

育を中心に考えた場合、他者とコミュニケーショ

ン能力であったり情報活用能力であったり、もの

を創作する力であると考える。この生きる力をあ

らゆる方向から様々な形で生徒に育成することが

できないか。そしてその学習が生徒にとって大き

な成果物や思い出を残せないものだろうか。そん

な考えから本校の技術科では卒業ＣＤアルバムの

製作を行っている。 
高度情報通信社会である現在は、インターネッ

トを利用した情報活用能力が今社会で重要視され

ている。インターネットをはじめとするネットワ

ークを最大限に活用するためには、インターネッ

ト上でのＷｅｂページの作成や電子メールの活用

の他に、サーバを経由したネットワーク（グルー

プウエア）を利用して、一つの大きなプロジェク

トをみんなで協力しながら進めていく製作活動を

行うことが、これからの情報教育において非常に

重要であり、情報活用能力の育成に繋がると共に

「生きる力」としての実践スキルを様々な角度か

ら育てることができると考える。 
本校では技術科の「情報とコンピュータ」を中

心に情報活用実践力の育成を行ってきた。Ｗｅｂ

ページの作成から電子メールの交換までをネット

ワークを中心とした学習として設定し、Ｗｅｂペ

ージの作成では情報の発信（情報の受け手から送

り手へ）、電子メールの学習ではネットワークを使

ったコミュニケーション活動を学んできている。

本校は全教室を結ぶイントラネットの整備も完了

し、ネットワークの学習を本格的に始めている。   
ネットワーク能力は今後最も重要視されている

力であり、その中にこそ情報モラル、情報の科学

的な理解、情報活用実践能力、企画し表現し発信

する力（生きる力の実践スキル）など様々な育成

させるべき要素がたくさん存在している。 
これらの状況をふまえ、卒業ＣＤアルバムの製

作をひとつの大きなプロジェクト学習として位置

付け情報教育の充実に迫りたいと考え本テーマを

設定した。 
 

２ 研究の仮説 

（１） 仮説１ 
ネットワーク学習のまとめとして校内ＬＡＮを

活用した卒業ＣＤアルバムの製作を通して、「情報

の受け手から情報の担い手としての情報活用能力」

「情報モラルの向上」「コンピュータネットワーク

に対応した能力」を育成していけるであろう。 
（２） 仮設２ 

様々なデジカメやスキャナーなどの情報機器を

活用することによって、製作意図の応じて必要な

マルチメディア能力を育成していけるであろう。 
（３） 仮設３ 

大きなプロジェクト学習として位置付けること

で、「知る力」「創る力」「表す力」「関わる力」「律

する力」の５つ実践スキルの向上を卒業ＣＤアル

バムの製作過程での様々な学習の場面で育成して

いけるであろう。 
 
３ 研究の方法 

 仮説に基づき、以下の視点で研究を進めた。 
（１）仮説１の視点 
・生徒が自ら考えアイデアを出し合い、製作して

いく「生徒の主体的活動の製作」であること。 
・ＬＡＮ経由でのデータのやり取りをはじめ、サ

ーバとクライアントの機能を理解しての「校内ネ

ットワークの十分な活用」でネットワークの学習

の発展学習であること。 
・校内ＬＡＮを整備と、情報を蓄積するプラット

ホームとなるＬＩＮＵＸサーバを構築すること。 
・大きなプロジェクトをきちんとした役割分担の

もと作り上げていくための協力的作業であること 
・実際の製作にあたっては、生徒にコンセプトを

あらかじめはっきり提示しておくこと。 
 
（２）仮説２の視点 
・各コーナーの製作に際しては、マルチメディア

機器（デジカメ、スキャナー、デジタルビデオカ

メラ、ビデオ編集用コンピュータ）など必要に応

じて自由に使えるように環境を整備し、率先して

マリチメディア機器を活用させていく。 
 



（３）仮説３の視点 
本校の卒業ＣＤアルバムの製作は、選択教科の

技術科と必修教科としての技術科の「情報とコン

ピュータ」の授業を中心として、校内ネットワー

クをフルに活用し生徒が自らの手で企画し、必要

ならば取材活動を行い、製作することを最大の目

的とすること。 
そのためには、生きる力の実践スキルとして、 

①生徒が実際に場所や人物を取材して情報を得

ること。          【知る力】 
②必要に応じて情報を取捨選択し処理・加工する

こと。           【創る力】 
③校内のネットワークを最大限に活用すること。 

【関わる力】 
④情報モラルを考えさせること。 

【律する力】 
⑤可能な限りマルチメディア機能にも触れさせ

ること。          【創る力】 
が必要になってくる。 
これは情報教育でねらう目標である「情報活用

の実践力の育成、情報の科学的理解、情報社会に

参画する態度の育成」すべてを網羅し、これまで

の技術科「情報とコンピュータ」の発展・統合型

の学習を目指すことのできるものであると考える。 

 
 

４ 研究の実践 

（１）製作作業の工程：平成１３・１４年度 

 選択技術 情報とコンピュータ 備 考 

４月 
卒業ＣＤア
ルバム実行
委員会発足 

『ネットワークの学
習』 
ネットワークの種類
と内容について 

情報の科学
的理解 

５月 
卒業ＣＤア
ルバムの設
計図製作開
始 

『ネットワークの学
習』 
ＷＥＢページの仕組
みについて 

情報の科学
的理解 

６月 製作コーナ
ーの決定 

『ネットワークの学
習』 
ＷＥＢページの作成 

情報活用実
践能力 

７月 コーナー設
計図の完成 

『ネットワークの学
習』 
ＷＥＢページの閲覧
ルール 

情報モラルの
向上 

８月 

コーナー製
作開始 
（情報の選
択 、 処理 、
加工、登録） 

『ネットワークの学
習』 
電子メールの仕組
み 

情報の科学
的理解 

９月 
↓ 
↓ 
↓ 

『ネットワークの学
習』 
電子メールの交換 
電子メールのルー
ル 

・情報活用実
践能力 
・情報モラル
の向上 

１０
月 

↓ 
↓ 
↓ 

マルチメディア機能 
デジカメ・スキャナ
ーの活用 

マルチメディ
ア能力 

１１
月 

第１次完成
度チェック 

プレゼンテーション 
パワーポイントの使
い方 

 

１２
月 
～ 
３月 

完成度確認 
 
卒業ＣＤア
ルバムデー
タ完全完成
（２月） 
 
アルバム完
全 完 成 （ ３
月） 

・卒業ＣＤアルバム
個人ページの作成 
・デジタル情報の扱
いについて 
（著作権・肖像権な
ど） 
・ネットワークの活用 
（サーバ・クライアン
ト機能など） 

・情報活用実
践能力 
・情報モラル
の向上 
・情報の科学
的理解 
・マルチメディ
ア能力 
・生きる力の
実践スキル 

 
（２）製作の様子（実践例） 

卒業ＣＤアルバム製作は組織づくりの段階から

生徒が自ら行い、以下の順序で進んでいく。 
①収録するコンテンツ（コーナー）の決定 
②役割分担の決定 
③コーナー設計図の製作 
④コーナー製作（取材活動、調べ学習、コンピ

ュータでのデータ処理、サーバへの登録） 
⑤整合性のチェック 

 
①コンテンツ（コーナー）の設計図の作成 

 自分たちが担当するコーナーの設計図を作成し、

どんな情報をどのようにまとめていけばいいのか

考える。設計図をもとに取材する内容や必要とす

る情報の収集を開始する。設計図の作成には十分

な時間をかける。 
 
 
 
 
 
 
 
 

学習モデル（育成能力モデル）

技術科
における

情報活用能力

「生きる力」
実践スキル

情報教育の
３つの目標

卒業ＣＤ
アルバム
の製作



②取材活動（情報の収集と選択） 
 班によって必要であれば校内外での施設や人物

取材活動や、デジタル写真のデータ、リソースセ

ンターや市報からの活字情報からの情報収集を行

う。校外への取材の際は、事前の電話でのアポか

ら外出許可証の携帯、デジカメの使用法を指導し

ていく。 
 ３年間の思い出アルバムの班などは、膨大にあ

るデジカメデータを実際の写真の中からサーバに

登録するものを選択していく。また、情報の収集

や選択は本や新聞の切抜きなど活字情報からも必

要な情報を集めることも大切であることを伝えて

いく必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
③情報の処理・加工（選択技術の場合） 

 スキャナーやデジタルビデオカメラなどを使っ

て情報を処理・加工する。加工されたデータは随

時サーバに登録し、クライアント側では情報を保

存しておくことはしない。登録されたデータの整

合性（誤字脱字など）をチェックする専用の班も

分担し常に、選択教科の生徒と必修教科の生徒が

協力しながら作業が進められていく。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

④卒業ＣＤアルバム設計図（平成１３年度版） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤実際の画面（上：１３年度 下：１４年度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【学習指導案】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本学習に関わって以下の事前調査を行った。 
 【興味関心（マルチメディア）について】    調査人数３０名 ＊（   ）は％ 

・ デジタルカメラで撮影してみたい。            ２７名（９０％） 

・ デジタルカメラの写真を加工処理してみたい。       ２２名（７３％） 

・ ビデオ（映像）を処理・加工してみたい。         ２０名（６７％） 

・ 音声を処理・加工してみたい。              １８名（６０％） 

・ 場所や人物を取材にいってみたい。            １７名（５７％） 

・ 自己紹介のコーナーの製作作業をしたい。         ２５名（８３％） 

【技能について】 

・ ワープロソフトで文章を入力することができる。      ３０名（１００％） 

・ メールにファイルを添付することができる。        １６名（５３％） 

・ フォトエディターデジカメの写真を表示できる。       ２０名（６７％） 

【ネットワークについて】 

・ クライアントとして卒業ＣＤアルバムのログインができる。 ２８名（９３％） 

・ 卒業ＣＤアルバムの各コーナーを表示し閲覧できる。     ３０名（１００％） 

 

本学習を終了して以下の事後調査を行った。     調査人数３０名 ＊（   ）は％ 
【技能や関心について】 

  卒業ＣＤアルバムの製作を通して楽しかったことや身についたと思うことは？ 

・ マルチメディア機器の活用 

①デジカメでの撮影 ２０名（６７％） ②スキャナーでの写真取り込み ２７名（９０％） 

③ビデオ編集５名（１００％）※ビデオ編集をさせた生徒が５名だったために１００％ 

・ ネットワークについて 

①サーバとクライアント機能が分かった ２５名（８３％） 

②著作権や肖像権について考えるようになった。２２名（７３％） 

・ その他 

①文章入力が楽しかった。 ②写真データの加工が楽しかった。 ③操作能力が向上した。 



５ 研究の成果と課題 

（１）成 果 
 ２年間にわたり卒業ＣＤアルバムの製作を通し

え情報教育の充実をテーマに研究を行ってきた。

２年間の研究の成果と課題は以下の通りである。 
 
 卒業ＣＤアルバムの製作学習は今まで生徒が身

に付けた情報活用能力の集大成であり、全員の力

を総動員して製作活動を行う学習であることから、

様々な成果が見られた。 
・ネットワークの学習の発展 

 校内ネットワークをフル活用することによって、

サーバとクライアントの概念が定着しデータのや

り取りや作業もネットワーク経由で班毎に効率よ

く行うことができるようになってきた。またユー

ザＩＤやパスワードなどの概念も定着させること

ができた。 
・マルチメディア機能の充実 

 デジカメデータの活用、スキャナーを使ったデ

ータの取り込みやＤＶ動画編集など幅広いマルチ

メディア能力（技能）を経験し身につけることが

できた。 
・他者との関わりやコミュニケーション活動 

取材活動を通して、地域の人との係り合いや自

分の住む町を再発見し、コミュニケーション活動

が幅広く行われた。 
また、同じ班の仲間との協力や自分の役割に対

する責任感など他者との関わりに関しての感想が

多かった。 
・大きな達成感 

大きなプロジェクトをみなで企画し製作するこ

との大切さや難しさを学び、完成させた時の大き

な達成感と満足感は今まで体感する事のなかった

ほど大きな喜びを得ることができた。 
・情報モラルの向上 

パスワード、データのバックアップ、セキュリ

ティー、著作権、肖像権と今まではあまり深く考

えなかった情報モラルを事あるごとに考えさせる

ことができ、様々な角度から情報モラルを向上さ

せることができた。 
・情報活用実践力の向上 

自分たちが調べたい情報を収集する情報の受け

手から、自分の意図に応じて必要な情報を取捨選

択し、処理、加工して発信する、情報の担い手と

してのスキルアップにつながった。 
 

・生きる力の実践スキルの向上 

知
る
力 

【自分たちのコーナー製作に必要な情
報を収集し取捨選択する力】 
 
①地域の場所や人々への取材活動（学校
内部の取材も含む：楯中徳内ばやし） 
②アンケートの作成と集計（３年生全員へ
の思い出に残る行事ベスト１０など） 
③デジタル資料の収集（必要な情報：デジ
カメデータ、写真、インタビューなど） 
④文献による情報収集（村山市の数値デ
ータ、徳内ばやしの由来、神社の由来） 

創
る
力 

【自分たちのコーナーを実際に作り上
げる作品製作力】 
 
①マルチメディア能力（デジカメでの撮影・
修正、デジタルビデオでの取材） 
③コンピュータ操作能力（応用ソフトウエア
での目的に応じた情報処理能力） 

表
す
力 

【自分たちのコーナーを明確に表す総
合表現能力】 
 
①ホームページ作成能力（卒業ＣＤアルバ
ムではおまけのページ） 
②設計図の作成（試行錯誤しながらアイデ
アやイメージを設計図にまとめる） 
③プレゼンテーション（設計図をもとに他生
徒への製作依頼をプレゼンする） 

関
わ
る
力 

【コンピュータネットワークとヒュー
マンネットワーク能力】 
 
①地域の人々の関わり（取材の申し込み、
あいさつ、お礼） 
②ネットワーク能力（サーバとクライアント機
能、情報のやり取り） 
③人間関係調整力（班内部での協力、班と
班の協力、選択教科と必修教科の関わり） 

律
す
る
力 

【学習計画力と評価能力、作業分析・判
断する能力】 
 
①明確な役割分担（班毎にだれがどんな作
業をするのか１時間ごとに確認） 
②自己評価カード（自分の作業内容が１時
間ごとにわかるように反省と課題記入） 
③学習評価（個人評価、班毎の全体評価、
プロジェクト進行評価） 

このように、「生きる力」の５つの実践スキルで

も様々な面でスキルの向上に繋がっている、中で

も、関わる力に関して生徒がたくさん感想を述べ

ていた点から考えても、情報通信ネットワークの

社会でも、大事なのはヒューマンネットワーク、

人とのかかわりであることが十分理解できている

ようである。 



【生徒の感想から】 

製作コーナー「委員会のページ」 

・写真撮影にみんなが集まってくれなかったので

とても大変でした 
・アンケートをわたして、集計して入力するのが

初めてでとても楽しく、やりがいがありました 
・パソコンにうちこむのがとても大変だったけ

ど、すごく楽しかった。 

製作コーナー「校舎写真のページ」 

・校舎のページを作ってみて、楯中には結構いろ

いろな場所があると思いました。それにコメント

を書くのも何を書いていいのか分からず大変で

したが、完成してよかったと思います。 
・校舎の写真を撮影して説明をしたら、この校舎

の細かいところまで観察できました 

製作コーナー「思い出アルバム」 

・いろいろ書かなきゃいけないから大変だけど、

自分たちで、いっぱいいろいろ考えて作れるから

おもしろかった。 

製作コーナー「なんでもランキング」 
・いろいろなことを集計したりしたのは、すごく

楽しかった。 
「その他」 

・自分の仕事の分担がなかなか終わらずに班の人

に迷惑をかけてしまった。でも完成できてよかっ

た。 
 

（２）課 題 

・ 生徒の表現力が卒業ＣＤアルバムを製作して

いる応用ソフトウエアを超えるときが近い。

生徒個々の多様な表現力を満足させることが

出来にくくなりつつある。 
・ より生きた情報を得るためには取材活動を行

う十分な時間が必要であり、総合的な学習と

の連携などを模索する必要がある。総合的な

学習との連携によりコンテンツが充実するこ

とも考えられる。 
・ 作業製作する時間の絶対的な不足が深刻であ

る。他教科や総合的な学習と連携で製作時間

を過酷していけないものだろうか。１４年度

は家庭科と協力し、「自分史」というコーナー

をつくったが製作時間が倍増して大変なこと

になってしまった。 
・ マルチメディア機器を活用することによって、

どんどんデータ量が増加する。それにより、Ｃ

Ｄに収める事自体が難しくなってくる。平成

１４年度はＣＤ２枚組として対処してきたが、

いずれ限界がくるであろう。 
・ グループウエアの管理や生徒のデータのバッ

クアップが非常に重要であり、メンテナンス

の面での負担が大きい。ユーザＩＤやパスワ

ードの管理を強化しなければならない。 
 
６ ２年間の研究経過 

平成１３年度～平成１４年度 

 ・平成１３年度 
  ４月～２月 通年での選択技術による製作 
  １２月～２月 技術科での「自己紹介」製作 

※ グループウエア「イントラパック２」によ

る製作 
※ ＣＤ１枚で完成 

 ・平成１４年度 
  ９月～２月 後期選択技術による製作 
  １０月～  家庭科「自分史」の製作 
  １２月～  技術科「自己紹介」製作 

※ グループウエア「イントラパック３」への

バージョンアップ 
※ ＣＤ２枚組で完成 
※ 総合的な学習に時間の成果を入れる。 
※ 動画データの倍増（ＤＩＳＫ２で対応） 
 

 


